
一年の中で一番長い２学期が終わろうとしています。天候不順の９月から師走の１２月まで、季節
の変化も大きい２学期でした。各学年の校外学習、４・５年の七沢自然教室、６年の修学旅行。学校
全体としては、なしのみフェスティバル、土曜授業参観・ＰＴＡふれあい大会、芸術鑑賞教室、教育相
談など多くの行事がありました。そして、その行事を通して、様々、有意義な体験ができ、子どもたち
は大きく成長しました。これも、保護者や地域の皆様、関係機関の方々のご支援・ご協力のお陰です。
ありがとうございました。感謝いたしております。

また、自治会を中心とした地区パトロール隊の皆様、個人的にご厚意で見守ってくださる地域の皆
様、今年も愛甲小の子どもたちの登下校を見守ってくださり、誠にありがとうございました。猛暑の日
も、大雨の日も、風の日も、霜の降りる寒い朝も、子どもたちを笑顔で見守り、お声掛けいただき、時
には寄り添ってくださり、皆様方の活動に支えられ、愛甲小の子どもたちは健やかに成長できました。
平成２９年（２０１7年）も、残りわずかとなってまいりました。年末年始には、昔から国の内外を問わ

ず、年中行事に係る事柄が、たくさんあります。それぞれのご家庭で代々受け継いできた習わし・し
きたり・いわれ・料理の味・作り方などを子どもたちに伝える絶好の機会になります。「我が家の〇
〇」といったことです。大掃除のお手伝いの折、新年の準備・お料理づくりの際に、また家族の団らん
の中で話題にしていただけたら幸いです。

【年末年始における日本での伝統的な文化】

○ 冬至（今年は１２月２２日）
柚湯（ゆずゆ） かぼちゃ（南瓜、南京（なんきん）とも言う） 等
「ん」のつく食べ物を食する。
（にんじん、だいこん、れんこん、ぎんなん、きんかん、みかん、こんにゃく、かんてん等）

○ 大掃除（煤払い）

○ 大晦日 年越しそば 除夜の鐘

○ 大正月 元旦 元日 初日の出 門松 しめ縄 鏡餅 お節料理（黒豆、 数の子、田作り、金団、
昆布巻き、海老、鯛等） お雑煮 お屠蘇（とそ） お年玉 年賀状 数え年 初夢 書き初め
七草粥 鏡開き どんど焼き など

【1２月】
１８日（月）４年生車椅子体験（２～４校時）

６年生国際理解教室（２校時）
１９日（火）２・３年生国際理解教室（２～３校時）

５年生人権教室（５校時）
２０日（水）給食最終日
２１日（木）特別日課（３校時）下校１１：５５
２２日（金）第２学期終業式

特別日課（３校時）下校１１：４５
２３日（土）天皇誕生日

冬休み【１月８日（月）まで】
２８日（木）仕事納め

【1月】
１日（月）元日
４日（木）仕事始め
８日（月）成人の日
９日（火）第３学期始業式

特別日課（３校時）下校１１：４５

１０日（水）登校指導あいさつ運動
下校指導（児童下校１２：０５）

１１日（木）３校時まで通常授業
（児童下校１１：５５）
書き初め大会開始（～１７日まで）

１２日（金）給食開始
１５日（月）登校指導あいさつ運動

給食週間（～１９日まで）
１６日（火）３年生あつぎICT元気塾A班

委員会活動
１７日（水）なわとび月間開始（２月２日まで）
１８日（木）５年生わくわくエコスクール
２３日（火）児童朝会、代表委員会、クラブ活動
２４日（水）１年生幼保小交流会（２～３校時）
２５日（木）５年生収穫祭（５～６校時）
２９日（月）４年生点字体験（３～４校時）
３０日（火）委員会活動（２月分）、

ハッピータイム、
３年生あつぎICT元気塾B班

12・１月の主な行事予定

年の瀬、新年を迎えるにあたり
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学校だより

【教育相談への御協力、ありがとうございました！】
１１月２０日～２７日までの「教育相談」において、御多用の中、保護者の皆様

には、お時間をいただき、ありがとうございました。限られた時間ではありました
が、学校での生活や学習状況、御家庭での様子など、担任と御家庭と情報が
共有でき、有意義な時間をもたせていただきましたこと厚くお礼申し上げます。

２学期が終業となりますが、まとめの３学期に向け、進級進学が円滑にできるよう、努めて
まいります。今後もお子様について、お気づきの点や御相談等がございましたら、担任まで御
連絡くださるようお願いします。

前回の学校だよりでお知らせしましたが、１１月６日
（月）から１２月１日（金）の期間にて、冬場の体力づ
くりの一貫として、「持久走」に取り組み、その成果を
発揮する「持久走大会」をそれぞれの学年で行いま
した。大会当日は、たくさんの保護者や地域、学校
運営協議会委員の皆様が応援やこれまでの取組の
様子を参観され、子どもたちの励みになりました。
持久走の取組は仲間と共に競い合うこと以上に、

これまで自分が取り組んできた過程や自己目標を
達成するための学習の場です。走り終わった子ども
たちの様子から、頑張った証がみなぎっていました。

校長 成 田 温

疾風のごとく駆け抜けた持久走大会！！


